
不
空
門
下
潜

真

の

『
菩
提

心
義
』

に

つ
い
て
 
(
今

井
)

不
空

門
下
潜
真

の

『菩

提
心
義
』
に

つ
い
て

今

井

浄

圓

潜
真

(七

一
八
ー
七
八
八
)
に

つ
い
て
は
、
『
続
開
元
録
』
・
『貞
元
録
』

が
比
較
的
詳

し
い
。
『宋
高
僧
伝
』
の
潜
真
伝
は
、
ほ
ぼ
、

そ
れ
ら
を

そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。
ま
た

『
表
制
集
』
の
中
に
も
断
片
的
に
潜

真
に
関
係
す

る
記
述
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
り
、
不
空
と
潜
真
と
の
関
係
を
窺
え
ば
、
七
六

フ

ク
コ
ト
ヲ

ニ

四
年

の
不
空
自
身
の
上
表
文
で
あ
る
「
請
レ
置
二

大
興
善
寺
大
徳
四
十

ヲ

九
員

一制
書
」
の
中
に
潜
真
の
名
前
が
登
場
す
る
こ
と

に
始
ま

る
。
さ

ら
に
、
不
空

と
潜
真
と
の
関
係
を
密
接
に
し
た
の
は
、
七
六
五
年
四
月

の

『
仁
王
経
』
翻
訳
に
、
潜
真
が
証
義
と
し
て
参

加
し
た

こ
と
に
よ

る
。
同
年
六
月
、
不
空
の
有
力
な
支
援
者
か
ら
、
仏
典
ハ翻
訳
事
業
に
対

す
る
援
助
が
行
な
わ
れ
た
が
、
潜
真
は
そ
の
援
助
金

の
管
理
運
営
を
ゆ

だ
ね
ら
れ
て
い
る
。
七
七

一
年
に
は

『
大
集
大
虚
空
蔵
菩
薩
所
問
経
』

の
訳
出
に
た
ず
さ
わ

っ
て
お
り
、

こ
の

『
虚
空
蔵
経
』
に
対
し
て
、
潜

真
は
、
『虚
空
蔵
経
疏
』
四
巻
を
著
わ

し
て
い
る
。
ま
た
同
年
、
不
空

に
よ
っ
て

『
大
聖
文
殊
師
利
菩
薩
仏
刹
功
徳
荘
厳
経
』
の
翻
訳
が
な
さ

れ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
時
に
も
、
潜
真
に
そ
の
疏
を
作
る
こ
と
が
勅

命
さ
れ
、
七
七
三
年
十

一
月
、
疏
三
巻
を
完
成
さ

せ
て
、
こ
れ
を
代
宗

に
奏
上
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
不
空
と
潜
真
と
の
間
に
は
、
仏
典

翻
訳
事
業
を
通
じ
て
、
密
接
な
関
係
に
あ

っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た

『
続
開
元
録
』
に
は
、

シ
ク

ジ
テ

ヲ

ス

ツ
テ

ヲ

リ
テ

コ

ニ

ル

翻

経
大
徳

潜
真
。

親

奉
二
三
蔵
和
上

一示
レ
以
二
秘
教
殉
入
二
曼
茶
羅

一登
二
灌
頂

ニ

ケ

ノ

ヲ

イ
デ

ウ

ヲ
(1
)

坦
殉
受
二成
仏
印
一仰

諮
二密
要
殉

と
あ
り
、
潜
真
が
不
空
よ
り
密
教
を
学
ん
で
い
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
、
潜
真
は
不
空
門
下
の
中
に
あ

っ
て
、
不
空
の
仏
典
ハ

翻
訳
事
業
の
面
で
活
躍
し
た
弟
子
の
一
人
で
あ
り
、
ま
た
事
相
に
も
通

じ
た
碩
学
の
大
徳
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

潜
真
の

『
菩
提
心
義
』
は
、
ま
ず
、
そ
の
目
頭

に

ハ

ナ
リ

ハ

ニ

リ

ニ

バ

シ

ギ

タ
ル
コ
ト

菩
提
心
之
心
成
仏
之
本
。
発
起
之
相
具
在
二衆
経
殉
大
事
因
縁
莫
レ過
二

於

ニ

セ
バ

シ
ク

セ
ソ
ト

ヲ

ズ

ラ
(2
)

此
。
欲
二
正

修
7
覚
不
レ可
レ不
レ知
。

と
述

べ
、
菩
提
心
が
成
仏
の
根
本
の
因
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
修
道
の

上
で
発
菩
提
心
の
持

つ
意
味
を
強
調
し
て
い
る
。
次
に

『
菩
提
心
義
』

の
構
成
の
上
で
、
潜
真
は
、
名
義

・
体
性

・
一
異

・
相
状

…
行
願
の
五
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門
を
た
て
て
、
菩
提
心
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

潜
真
は

『菩
提
心
義
』
の
中
で
行
願
を
明
す
に

つ
い
て
、
ま
ず

『
顕

揚
聖
教
論
』
巻

一
の
文
を
引
用
し
て
、
世
俗
の
発
心
と
は
智
者
の
前
で

四
弘
誓
願
を
発
す
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
衆
生
を
利
益
せ
ん
と
す
る
利
他

の
面
と
、
無
上
菩
提
を
証
得
せ
ん
と
す
る
自
利
の
面
が
あ
る
と
説
き
、

修
行
の
方
法
と
し
て
は
、
六
波
羅
蜜
を
あ
げ
て
い
る
。
次
に

『
大
日
経

疏
』
を
引
い
て
、
発
菩
提
心
と
は
謂
く
、
決
定
の
誓
願
を
生
じ
て
、

一

向
に

一
切
智
智
を
志
求
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
菩
提
心
を
憧
旗
や

種
子
に
喩
え

て
、
そ
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
こ
で
は
密
教
独
自
の
特
別
な
修
行
方
法
を
説
く
も
の
で
は
な
い
。

潜
真
は
、
更
に
ま
た

『
発
菩
提
心
経
論
』
を
引
用
し
て
、
菩
提
心
を

発
す
に
は
、
十
法
と
四
縁
と
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
十
法

と
は

善
知
識
に
親
近
す
る
こ
と
。

諸
仏
を
供
養
す
る
こ
と
。

善

根
を
修
習
す
る
こ
と
。

勝
法
を
志
向
す
る
こ
と
。

心
、
常
に
柔
和

で
あ
る
こ
と
。

苦
に
遭

っ
て
も
よ
く
忍
ぶ
こ
と
。

慈
悲
淳
厚
で
あ

る
こ
と
。

深
心
平
等
で
あ
る
こ
と
。

大
乗
を
信
楽
す
る
こ
と
。

仏
の
智
慧
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。

そ
の
結
論
と
し
て

シ

ク

セ
バ

キ
ノ

バ

ヲ

チ

ク

ス

ヲ
(3
)

若
人
能
具
ハニ如
レ是
十
法
一乃
能
発
二於
無
上
菩
提
之
心
一

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
四
縁
と
は
、

諸
仏
を
思
惟
し
て
菩
提
心
を
発

す
。

身
の
過
患
を
観
じ
て
菩
提
心
を
発
す
。

衆
生
を
慈
慰
し
て
菩

提
心
を
発
す
。

最
勝
の
果
を
求
め
て
菩
提
心
を
発
す
と
い
う
四

つ
を

あ
げ
て
い
る
、
そ
し
て
、
潜
真
は

『
発
菩
提
心
経
論
』
願
誓
品
の
文
を

要
約
し
て

ス

ヲ

ハ

ズ

シ

ニ

ス

ヲ

ナ
リ

テ

ヲ

ニ
ノ

発
二菩
提
心
レ者
先
当
三堅
固
発
二於
正
願
殉
所
謂
四
弘
誓
願
等
。
立
レ志
堅
強

ス

ヲ

ニ

ス

ヲ

ナ
リ
(4
)

作
二大
要
誓
幻
常
修
二正
行
殉
所
謂
六
波
羅
蜜
等
。

と
述

べ
て
い
る
。
結
局
、
潜
真
の
い
う
菩
提
心
の
行
願
と
は
、
四
弘
誓

願
を
た
て
て
、
六
波
羅
蜜
等
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
退
転
の

位
に
入
る
こ
と
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
潜
真
は
、

こ
れ
を
真
発
菩
提

心
と
称
す
る
の
で
あ
る
。

次
に
密
教
に
お
け
る
菩
提
心
の
思
想
的
展
開
を
考
え
る
上
で
、
ま
ず

検
討
す
べ
き
で
あ
る

『
菩
提
心
論
』
と
潜
真
の

『
菩
提
心
義
』
と
を
比

較
し
て
み
よ
う
。

ま
ず

『
菩
提
心
論
』
に
お
い
て
、
菩
提
心
の
行
相
が
ど
の
よ
う
に
説

明
さ
れ
て
い
る
か
を
概
観
す
れ
ば
、

こ
れ
を
行
願

…
勝
義

・
三
摩
地
の

三
門
分
別
を
し
て
い
る
。
そ

の
中

の
う

ち

『
菩
提
心
論
』
の
行
願
と

は
、
す
な
わ
ち
、
無
余
の
衆
生
に
利
益
安
楽
を
も
た
ら
す

こ
と
が
願
で

あ
り
、
ま
た
行
の
内
容
を
利
益
行
と
安
楽
行

の
二
種
に
分
け
て
説
明
し

て
い
る
。
利
益
行
と
は
方
便
権
教
を
用
い
ず
に
、
直
に
真
言
の
妙
法
を

も

っ
て
、

一
切
衆
生
を
し
て
無
上
菩
提
に
安
住
せ
し
め
、
即
身
成
仏
の

利
益
を
得
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
安
楽
行

と
は
衆
生
の
中
で
機

根
の
劣

っ
た
者
を
導
く
た
め
に
、
方
便
権
教
を
も

っ
て
し
、
あ
る
い
は

大
悲
門
の
中
に
お
い
て
、
衆
生
の
願
望
に
し
た
が

っ
て
、
財
物
等
を
施

し
て
満
足
を
与
え
、
衆
生
を
安
心
さ
せ
、
よ
ろ
こ
ぱ
し
め
て
、
漸
次
に

不
空
門

下
潜
真

の

『
菩
提

心
義
』

に

つ
い
て
 
(
今

井
)
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不
空
門
下
潜
真
の
『
菩
提
心
義
』
に
つ
い
て
 (今

井
)

無
上
菩
提

に
入
ら
し
め
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

『
菩
提
心
論
』
と

『
菩
提
心
義
』
で
は
、
同
じ
行
願
と

い
う
用
語

で
あ

っ
て
も
、

か
な
り
そ
の
内
容

に
相
違
が
あ

る
と
い
え

る
。
そ
れ
で
は

『
菩
提
心
義
』
に
説
か
れ
て
い
る
行
が
、
主
と
し
て
六

波
羅
蜜
で
あ
る
と
す
る
と
、
『
菩
提
心
論
』
で
説
か
れ

る
実
践
行

と
は

何
か
。
そ
れ
は
三
摩
地
段
に
お
い
て
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の

月
輪
観

・
阿
字
観

・
五
相
成
身
観
と
い
う
観
法
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な

菩
提
心
観

の
実
修

を
説
く
か
、
否

か
が

『菩
提
心
論
』
と

『
菩
提
心

義
』
と
の
大
き
な
相
違
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た

『
菩
提
心
論
』
で
は
、
菩
提
心
の
勝
義
と
は
、

一
切
法

の
無
自

性
を
観
ず
る
こ
と
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
具
ハ体
的
に
は
、
そ
の
修
行

の

段
階
を
凡
夫

…
外
道

・
二
乗

…
大
乗

・
真
言
行
者
に
分
類
す
る
の
で
あ

る
。

こ
こ
で
重
要
で
あ
る
の
は
、
大
乗
よ
り
も
密
教
の
優
位
性
を
述

べ

る
部
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ツ
テ

シ

ヲ

ズ

ヲ

イ
テ

バ

ニ

シ

テ

又
有
二
衆
生

一発

二
大
乗

心

一行
二
菩
薩
行
殉
於
二
諸
法
門

一無
レ
不

一遍
修

殉
復
経
ニ

ヲ

ス

ヲ

ナ

ク

ス

レ
バ

シ

ヲ

ニ

ズ
(5
)

三
阿
僧
祇
劫
一修
二
六
度
万
行
幻
皆
悉
具
ハ足
。
然

証
二仏
果
一久
遠
而
成
。

と
あ
り
、
『
菩
提
心
論
』
は
そ
う
し
た
大
乗

の
修
行
者
に
対
し
て
、

シ

バ

ヲ

ク

リ

ル

ニ

ハ

ユ

バ

ヲ

(
6
)

修
二喩
伽
勝
上
法
一能
従
レ
凡
入
二仏
位
一者
亦
超
二十
地
菩
薩
境
界
殉

と
述
べ
て
お
り
、
真
言
行
者
の
即
身
成
仏
の
立
場
を
強
調
し
て
い
る
。

こ
の

『
菩
提

心
論
』
に
お
け
る
大
乗

の
修
行
の
内
容
は
、
『菩
提
心
義
』

の
行
願
の
内
容
と
、
ほ
ぼ

一
致
す
る
も
の
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
大
乗
を
超
え
る
と
こ
ろ
に
、
密
教
の
存
在
を
規
定

し
た

の
が
、
『
菩

提
心
論
』
の
特
色
で
あ
る
と
窺
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
『菩
提
心
論
』
と

『菩
提
心
義
』
と
を
比
較
検
討

し

て
み
た

の
で
あ
る
が
、
『菩
提
心
義
』
に
は
、
著
者
は
不
空
門
下

の
人
物

で
あ

る
が
、
密
教
的
な
色
彩
は
表
わ
れ
て
い
な
い
。
む

し
ろ
、
通
仏
教
的
な

立
場
に
立

っ
て
、
菩
提
心
に
つ
い
て
説
明
し
た
も

の
と
理
解
で
き
る
の

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
潜
真
は

『
菩
提
心
論
』
を
見
ず
に
し
て

『
菩
提
心

義
』
を
撰
述
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

ま
た
潜
真
は

『
菩
提
心
義
』
の
中
で
、
不
空
訳

の

『
虚
空
蔵
経
』
と

『文
殊
師
利
経
』
を
引
用
す
る
か
ら
、
『
菩
提
心
義
』
の
撰
述
は
、

こ
れ

ら
の
翻
訳
の
な
さ
れ
た
七
七

一
年
以
降
、
潜
真
が
入
滅
す
る
七
八
八
年

の
問
の
こ
と
と
想
定
で
き
る
。
こ
の
間
、
潜
真

は
、
不
空
と
は
、
ず

っ

と
同
じ
大
興
善
寺
に
あ

っ
て
、
三
蔵
和
上
遺
書

に
も
署
名
し
て
い
る
。

不
空
が

『
菩
提
心
論
』
に
関
係
し
て
い
た
な
ら
、

お
そ
ら
く
、
何
か
、

知
り
得
た
立
場
に
あ

っ
た
の
に
、
『
菩
提
心
論
』
に

つ
い
て
は
、
何
も

言
及
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
「『
菩
提
心
論
』
の
成
立
年
代

の
上
限
に

つ
い
て
は

設
定
し
が
た
い
が
、
そ
の

『
菩
提
心
論
』
よ
り
も
、
幾
分
、
先
行
す
る

形
で
、
潜
真
の

『
菩
提
心
義
』
が
撰
述

さ
れ
、
『
菩
提
心
論
』
が
、
円

照
の

『
続
開
元
録
』
の
成
立
し
た
七
九
四
年
ま

で
に
不
空
三
蔵
奉
詔
訳

と
し
て
、
仮
託
さ
れ
て
成
立
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(
1
)
 大
正
55
・
七
六
〇
a
。
(
2
)
大
正
46
・
九
八
七
a
。
(3
)
大
正
46
・

九
八
八
a
。
(
4
)
大
正
46
・
九
八
八
b
。

(5
)
大
正
32
・
五
七
三
a
。

(6
)
大
正
32
・
五
七
三
b
。

(龍
谷
大
学
大
学
院
)
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